別紙｛幼稚園（様式第２号）関係｝
調査票の作成についての注意事項
· E-mailアドレスの記入をお願いします。

　記入いただいたE-mailアドレスについては県・関係機関と貴校との内部連絡用に使用するもので、外部（ホームページ等）へは出しておりません。

学校基本調査と共通する項目は、学校基本調査の数字と一致させてご入力ください。
１　「年齢別在園児数」
（1）　令和７年５月１日現在、在籍している園児の数を記入してください。
（2）　幼稚園の附帯事業として設置されている保育所の園児は含めないこと（以下同じ）。
（3）　入園者、転入者については、５月１日以前にさかのぼって手続きされるべき者は含めてください。

（4）　転出者、退園者については、５月１日以前にさかのぼって手続きされるべき者は除い
てください。

　　　なお、転出者については、転園先の幼稚園が５月１日以前の日付で受け入れた場合を
除き、５月２日以降の日付で受け入れた場合は含めてください。

（5）　本年度入園の３歳児を記載する欄については、令和３年４月２日から令和４年４月１日までに生まれた園児と、令和４年４月２日から同年５月１日までに生まれた園児に分けて記入してください。

（6）　学則学級・定員については、当該幼稚園の園則で定め、知事の認可を受けた令和６年５月１日現在の定員を記入してください。

２　「新規入園者数」

５月１日までに新規に入園した幼児の総数を記入してください（転入園児も含めてください）。
　　なお、入園後５月１日までに退園した者は除いてください。

３　「前年度修了児数」

令和７年３月に、小学校に入学するため幼稚園を修了した園児の数を記入してください。

４　「職種別教職員数」

（1）　職種別教職員数を、本務・兼務別に記入してください。
それぞれの合計は様式第５号（共通）に記載されている人数と一致させてください。

　　ただし、学校医、歯科医、薬剤師については様式第５号にのみ記載し、「職種別教職員数」には含めないでください。

（2）本務、兼務の区分は、原則として辞令面によって区別してください。
①　辞令面ではっきりしない場合には、俸給（給料又はこれらに相当するものを含む。）を支給されている学校を本務とし、それ以外は兼務としてください（２校以上から俸給を支給されている場合には、支給額の多い方を本務としてください）。
②　教職員で、俸給が同額又は一括支給されている場合は、授業時間数の多い方を本務としてください。
（3）　５月１日現在休職中の者は、「休職中」に内数として再掲してください。
（4）　非常勤講師は、兼務者として扱ってください。
　また、主として幼稚園の附帯事業として設置されている保育所に勤務する教職員については、兼務者として扱ってください。

（5）　「教頭」、「教諭」、「助教諭」、「養護（助）教諭」、「講師」には、教員免許状を有する者のみを記入してください（保育士免許のみを有する者は、該当しません）。

（6）　「教育補助員」には、免許状を持たず教育活動の補助にあたっている者を記入してください。

５　「園児納付金」

（1）　園児が納入すべき全てのものについて記入してください。

（2）　園児が納入すべきもののうち、保育料、施設費以外の、ＰＴＡ会費、後援会費、給食費、スクールバス維持費、おやつ代、絵本代（実費徴収）等については、朱書き（赤フォントで入力）してください。

（3）　毎月の納付金が年齢によって異なる場合には、それぞれについて記入してください。

６　「園地」、「園舎」

（1）　幼稚園が使用している全ての面積を自己所有、借用別に区分して記入してください。

（2）　小数第２位まで記入してください。

（3）　校舎平面図については、前年度より変更がない場合は、添付不要です。提出時に「図面変更なし」とお知らせください。変更がある場合は平面図を添付してください（施設の名称及び各室ごとの面積（単位は平方メートル）を図示してください）。
（4）　「運動場」は、①平坦な広場、②固定遊具を設置する場所、③起伏のある場所（築山、林などの自然を通じた活動場所）のことを指します。

中庭・裏庭等の建物に付随した部分、園児の登下校等の部分、建物や池等は「その他」としてください。

７　「通園方法別園児数」

通園方法別に園児数を記入するものとし、計は今年度の園児数と一致させてください。

８　「小学校学区別園児数」

全ての在園児の居住地を小学校の学区ごとに記入することとし、計は今年度の園児数と一致させてください（記入欄が不足する場合には、別葉で作成してください）。
９　「通園距離別園児数」

　（1）　「園児数」については、通園方法の別に関わらず園児の片道の通園距離別にその数を記入し、計の欄は今年度の園児数と一致させてください。

　（2）　「上記のうちスクールバス利用者」については、スクールバスを利用している園児を通園距離別に記入するものとし、計は「通園方法別園児数」の「スクールバス」の数と一致させてください。
10　「スクールバスの運行状況」

　　運行コース別に利用人員を記入し、登園時に最初に園児を乗せる場所から幼稚園までの運行距離と運行時間を、降園時には幼稚園から最後に園児を降ろすまでの運行距離と運行時間を記入してください。
11　「預かり保育」

　　預かり保育の有無について、実施している場合は、５月１日現在の利用状況を記入してください。

（1）　料金

預かり保育のために徴収する費用を記入してください（１ヶ月単位、１日単位あるいは１時間単位で利用する場合など、各幼稚園の実態に合わせて記入してください）。
　（2）　保育時間

預かり保育を実施した時間を記入してください。
ただし、開始時刻は園則で定める保育時間終了後からとしてください。

　（3）　利用園児数

５月１日に預かり保育を利用した園児の総数を記入してください。
１ヶ月毎などの長期の契約で利用する園児に、５月１日だけ利用した園児の数を加えて記入してください。

（５月１日が休園の場合は、５月１日現在での長期契約で利用している園児数を記入してください。）

別紙｛各校共通（様式第５号）関係｝

調査票の作成についての注意事項
学校基本調査と共通する項目は、学校基本調査の数字と一致させてご入力ください。
１　記入の順序は、用紙の下欄外に示したとおりとし、休職者、留学者、兼務教員、非常勤講師、兼務職員、学校医、歯科医、薬剤師等については朱書き（赤フォントで入力）してください。
休職者及び留学者については、その旨を備考欄に記入してください。

２　「給料月額」（高等学校本務教職員のみ）
（1）　「基本給」は令和７年４月の額を記入してください。

（2）　「調整額」は、県立高等学校の教職調整額に該当するものを記入してください。

３　「所有免許状」

（1）　現在勤務学校に関するものを筆頭に記入し、同学校の同教科に係る免許状については、上級免許状だけを記入してください。

（2）　「種別」には、「小二」、「中臨」、「養学一」、「幼二」（高等学校については、一級普通免許状を有する者にあっては「高専」、二級普通免許状を有するものにあっては「高一」）のように略記し、授与年月日には年号を略し、「50.3.1」のように略記してください。

４　「卒業学校、部科、検定種別」

　　卒業学校部科については、学校名及び部科名と卒業年月日を記入することとし、検定の該当者は前記によって最終卒業学校について記入し、その下部に最終の検定についてその種別と年月日を記入してください。

５　「担任」（小・中・高・幼のみ）

（1）　小学校では、担任学年（専科教員については担任教科名と学年）と、その担任週時間数を、中学校及び高等学校では、担任教科名とその教科別週時間数を記入してください。また、幼稚園では担当する組の名称を記入してください。

（2）　各人の週時間数を合計した数は、「免許状種類別週授業時間数」の合計時間数と一致します。

６　基本的にメールで提出して頂き、当会で生徒数等チェック後印刷します。手書きで提出ご希望の場合、用紙は原則として配付されたものを使用してください。ただし、同様の様式で同程度の厚紙で作成したものを使用することもできます。
